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s04200
　この資料は、平成15 年7 月10 日（木）の衆議院憲法調査会
統治機構のあり方に関する調査小委員会において、「国会と内閣の
関係（国民主権と政治の基本機構のあり方全般）」をテーマとする
参考人質疑及び委員間の自由討議を行うに当たって、小委員の便宜
に供するため、幹事会の協議決定に基づいて、衆議院憲法調査会事
務局において作成したものです。
　この資料の作成に当たっては、①上記の調査テーマに関する諸事
項のうち問題関心が高いと思われる事項について、衆議院憲法調査
会事務局において入手可能な関連資料を幅広く収集するとともに、
②主として憲法的視点からこれに関する国会答弁、主要学説等を整
理したつもりですが、必ずしも網羅的なものとはなっていない点に
ご留意ください。
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s04200
○衆議院の解散
　…衆議院の解散をする解散権というものは、これは内閣の権能に属しており
まして、その行使につきましては制約はないわけでございます。およそ民意を
問うために必要があるという局面におきまして、民意を問うために必要がある
というふうに内閣が判断をすれば、そこで解散をすることができるということ
でありまして、それにつきまして制約はございません。ただ、従来から、濫用
すべきでないということを歴代の総理はおっしゃっておられます。
（昭和62 年12 月11 日　参・予算委　味村内閣法制局長官）
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s04200
○「解散権について」
…7 条解散は憲法上容認されるべきであるが、ただその発動は、内閣の恣意によ
るものではなく、あくまで国会が混乱し、国政に重大な支障を与えるような場
合に、立法府と行政府の関係を正常化するためのものでなければならない。
…もう一つ、衆議院を解散して民意を問うべき第二のケースとして、かつて
NHK の討論会で各党幹事長、書記長の意見が一致したものがある、それは、そ
の直前の総選挙で各党が明らかにした公約や諸政策にかかわらず、選挙後にそ
れと全く質の異なる、しかも重大な案件が提起されて、それが争点となるよう
な場合には、改めて国民の判断を求めるのが当然だということである。
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s04200
◆共産党袴田事件（最判昭和63 年12 月20 日判時1307 号113 頁）
　政党の最高幹部と意見を異にしたため除名処分となった被告が、現住してい
た党所有の家屋の明渡しを求められたのに対して、その効力を争った事件。最
高裁は、政党は結社の自由に基づき任意に結成される政治団体で、議会制民主
主義を支える重要な存在であるから、「高度の自主性と自律性を与えて自主的
に組織運営をなしうる自由を保障しなければならない」という観点から、除名
処分について、一般市民法秩序と直接の関係を有しない内部的な問題にとどま
る限り、司法審査は及ばないとした。他方、その処分が一般市民としての権利
利益を侵害する場合であっても、その処分の当否は、その政党の自律的に定め
た規範が公序良俗に反するなどの特段の事情がない限りその規範に照らし、そ
の規範を有しないときは条理に基づき、適正な手続に則ってなされたか否かに
よって決すべきであり、その審理もその点に限られると判示した。
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